
　下京区基本計画の成果と今後の課題
（点検結果報告書案）
１　はじめに
　下京区基本計画（平成１２年策定，目標年次平成２２年）においては，下京区の歴史と特性をふまえ，時代の要請や地域の課題に対応しつつ，区民がめざすまちの将来像として「であい　ふれあい　町衆のまち　いきいき下京」を掲げ，６つの具体的目標と５つのリーディング・プロジェクトを設定してまちづくりの推進
を図ってまいりました。

　　　推進の仕組みとしては，策定時から「下京まちづくり懇談会」の支援のもと「下京・町衆フォーラム」を主体に計画の具体化を図ることとしていました。
さらに，各区政策提案予算の仕組みの出来た平成17年度からは「下京まちづくり懇談会」を発展的に解消して「いきいき下京推進委員会」及び同部会を立ち上げ，基本計画の推進を念頭に置いた区予算の検討を通じて進行管理を行ってきました。
　　　以下，６つの具体的目標ごとに，掲げた事業の実施状況と目標の達成度合いを点検し，今後の課題について考察しました。
なお，５つのリーディング・プロジェクトについては「まず取り組むこと」として先行して重点的に取り組んできたものであり，個別の事業については上記６つの目標と重複するため，構想の全体像について点検することとしました。
とりわけ，未着手項目については，今後の見込みと，次期基本計画への継承について個別に検討しました。
　　　　　　　　　　
２　６つの目標ごとの成果と今後の方向性
その1　互いに尊重し助け合うまち

「１ふれあいで育む尊敬の気持ちづくり」
＜現状＞全事業に着手，継続した取組が行われている
· 「夏まつり」や「３世代交流事業」は学区ごとの力を活かし，次世代に互いが尊重しあうふれあいのまちづくりを伝えている。
· 「ふれあいまつり」「人権のつどい」「こころのふれあいネットワーク講演会」は区全域から多くの市民の参加を得て取り組まれている。
· 柳原銀行記念資料館における特別展等には区・市外からの参加・見学も多く下京区や京都市内に留まらない人権啓発の場となっている。
＜今後＞まちづくりの根幹をなすテーマとして継続して取り組み，さらに，人間関係の希薄化や，ストレス社会といわれる現代社会の状況を見据えた取組が望まれる。
「２自ら取り組む健康づくり」
＜現状＞全事業に着手し，継続して取組を推進しており，健康に対する関心の高まりを受け，「健康情報の発信や意識の醸成」という目標は民間活動も含め相当達成されている。
・「下京区民健康づくり教室」「下京区民早朝ウォーキング」や市民による各学区での「学区民運動会｣等の取組は継続して，活発に取り組まれている。
・着手の遅れていた「健康づくりに関わる組織の連携」では，20年度から「下京区健康キャラバン」に医師会，歯科医師会等が連携し，地域包括支援センターを軸に啓発活動に取り組まれ，毎年継続される見込みである。
・近年の健康への関心の高まりを受けて健康に関する情報は公的なもの，民間発進のものなどが充実し，計画策定時に想定した「健康情報の発信や意識の醸成」は達成されてきたが，食品に関わる事故や偽装が相次ぎ，食への不安が増しているほか，ストレス社会において心の健康が脅かされるなど新たな課題が生じている。
＜今後＞新たな課題に対応するため，区民，行政，事業者が連携し，下京の強みを生かした取り組みを推進することが望まれる。
「３だれもが幸福を感じられる支え合いづくり」
＜現状＞全事業に着手し，完了または継続して実施中である。
・市全体のバリアフリー，ユニバーサルデザインは着実に推進されている。
・下京区内でも施設の開設やネットワーク組織の設置・運営が図られるとともに情報誌の発行やシンポジウム，ネットワーク会議の開催など情報の発信・交換に取り組んだ。

・各学区においては高齢者への家庭訪問や声かけ運動をはじめとする様々な活動が活発に展開されており，身近な地域でのふれあい活動は充実している。
＜今後＞防災・子育て・高齢者福祉など多面的な視点から一層地域力を生かした施策の融合と発展が望まれる。
「４健やかな子どもが育つ体験の機会づくり」
＜現状＞全事業に着手し，各種の取組を継続して実施中である。
· 「地域子育て支援ステーション」は着実に拡大されている。

· 「たんぽっぽ広場」では子ども達に遊び体験の機会を提供，親同士のネットワークを広げ，子育てサロンの開催では学区ごとのきめ細かな取組が行われるなど成果を挙げてきた。
· 子育てサロンの開催では学区ごとの特性を生かした工夫のもと，きめ細かな取組が行われ大きな成果を挙げている。

＜今後＞子育て世代の各家庭と地域とが連携し，支えあって，次代を担う子ども達を，地域全体で育てる取組の充実が望まれる。
　

　

その2　次代を担うにぎわいのまち

「１地域の個性を生かした商いのにぎわいづくり」
＜現状＞全事業に着手しているが，地域全体のにぎわいづくりには至っていない。
・下京門前町ルネッサンスや，鍋祭りをはじめとする中央卸売市場での取組は毎年開催され，年々盛大になっている。

＜今後＞京都駅前をはじめ下京の商業環境は大きく変わりつつあり，時代に応じた取組が必要とされている。
下京区は11区中最大の年間商品販売額を誇る商業のまちであり，商業者は経済の担い手であるだけでなく，地域の担い手でもあるため，今後は歩くまち京都の推進や界隈観光の振興など他の施策との融合により地域全体の商業を底上げする方策が必要である。

「２匠の技を生かした生業の魅力づくり」
＜現状＞「新製品情報発信の仕組みづくり」を除き着手し，完了または継続して取り組んでいる。
・全国的に伝統産業の衰退傾向には歯止めがかかっていない状況下で，門前町活性化の取組を中心に伝統産業・食文化の発信に積極的に取り組んできた。
＜今後＞今後とも下京の町衆の伝統を形作ってきた生業の魅力づくりに継続して取り組む必要がある。

・未着手項目については，民間による情報提供が充実してきている現状を踏まえ，より効果的な事業への見直しを検討する。
「３次代の都市型産業作り」
＜現状＞「起業者への情報提供の仕組みづくり」が未着手であるが，多くの企業が集まる下京区の特長を生かし，様々な切り口で企業・事業者と区民との交流を進めてきた。
・「下京門前町ルネッサンス」や「下京区ふれ愛ひろば」への参加
・防災訓練，下京区130周年などへの参加，協賛

＜今後＞未着手項目である起業者支援については市全体で取り組まれており，区の計画項目としては見直す必要がある。今後は，リサーチパークをはじめ区内の企業との連携・情報交換を密にしながら時代の要請に応じた取組を柔軟に行っていく必要がある。

「４ふれて感じる交流づくり」
＜現状＞

・「下京区もてなしボランティアの育成」「下京区観光案内コーナーの設置」について未着手である。

· マップ「下京まちなみ散歩」を作成して地域を歩いて巡るルートを示し，区内の私鉄駅等の拠点に配布した他，「下京町衆フォーラム」のホームページを通じて発信した。
＜今後＞京都の玄関口である下京の特性を十分発揮できるよう，より効果的な取組について検討し，引き続き取り組む。
· 「下京区観光案内コーナーの設置」についてはＪＲ京都駅内の京都市観光案内所を活用するなど，効率的な方法について検討する。
· 「下京区もてなしボランティア」については，区の歴史を良く知る人材は豊富であり，今後は，龍谷大学における下京学の講座開設や130周年記念事業等を通じて地域の人材を把握し，具体的な活動の場を確保することで目的の達成を目指す。
· マップ作成やモデルルートづくりのノウハウを下京区130周年の事業にも活かしていく。さらに130周年記念誌は，ガイドブックの機能もあるものを作成し区内観光の振興に役立てる。
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その3　区民が輝く誇り高いまち

「１温もり文化の継承と新しい文化づくり」
＜現状＞全ての項目に着手し，完了または継続して実施中である。事業としては「地域運動施設の整備」について未着手であるが崇仁屋内体育施設の活用や夜間照明の付いた七条中学グラウンドの有効活用等により機能的には対応できている。
· 「下京門前町ルネッサンス」での東西両本願寺特別公開の開催は毎年多数市民・観光客の参加を得て文化の発信に大きな効果をあげている。
＜今後＞

· 年1回の門前町ルネッサンスから，年間を通じた継続的な文化の発信へと発展することを目指す。

「２歴史を伝承する仕組みづくり」
＜現状＞全事業に着手，完了している。特に各学区で行われている郷土芸能の継承等市民が主体の取組は活発に実施されている。
・まち歩きを推進するためのコース設定や各種マップ作成，イベントの実施も完了している。
＜今後＞完了した事業についても，その成果をまちづくりに生かすことが肝要であり，今後はこうした取組が安定して行われる環境づくりを行う。

· ウォークラリー等の開催については一旦完了したものの下京区130周年記念事業として再度実施し，区民がまちの良さを学ぶと同時に課題に気づく機会とする。
· 学区ごとの課題については，次の区基本計画策定の際に活用することも視野に入れる。
「３気軽なコミュニティと区民活力が生きる場づくり」
＜現状＞全事業に着手，行政による建設事業は完了したが，市民主体・協働の取組は継続して実施中である。
　・特に「花いっぱい・まちの美化」や「京都駅周辺エコ・クリーン作戦」は毎年多くの区民の参加協力の下に実施され，さらに各学区での美化活動など地域に根ざした取組が行われている。
＜今後＞気軽なコミュニティを生かすことは，下京区の個性を生かした地域力の向上に欠かせない重要な目標であり，次の基本計画においても具体的な事業の形を工夫しながら充実すべきである。
「４地域ぐるみの学びの環境づくり」
＜現状＞全事業に着手，完了または継続している。
· 特に，下京区においては大学のまち交流センター｢キャンパスプラザ京都」の開所や小中学校の統合に伴う教育関連施設の充実などにより環境整備が進んできた。
· 20年度からは龍谷大学REC市民講座において「下京区」講座が開講されるなどソフト面でも進捗してきている。
＜今後＞次世代への継承という区の課題に資する取組が必要である。

・団塊の世代や子育て世代などが地域について学び，地域との交流を持つきっかけとするなど，地域力向上に貢献するという視点が求められる。


その4　快適に安心して住めるまち

「１顔がみえる住まいづくり」
＜現状＞全事業に着手し，地区計画策定に向けた取組など，さらに進捗しつつある。
· 下京区では人口そのものは減っていないが，地域の担い手としての次世代の育成が課題である。
＜今後＞地域のコミュニケーションの強化は，京都市全体にとってもますます重要な課題となってくる。
· マンション対策だけでなく，世代交代による価値感やライフスタイルの変化など，時代に応じた取組が必要とされている。
· 京都市全体の取組の動向に沿って安心安全の取組や防災，環境など他の施策との融合により地域のつながりを強める方策が必要である。

「２個性ある下京の景づくり」
＜現状＞全事業に着手し，継続または完了している。
· 特に下京八景の選定や門前町ルネッサンスの実施については早期に取組を開始し，事業としても定着し大きな効果を上げている。
· 景観政策については，都市計画局，とりわけ景観街づくりセンターと連携して取り組んできた。
＜今後＞京都市の景観政策の方向性に沿いながら区の独自性をより高める取組が望まれる。

「３日々の暮らしの安全づくり」
＜現状＞全事業に着手し，完了または継続している。
・特に安心安全ネットワークの形成については学区ごとの取組が進み，マップ作成，パトロール，こどもの見守り，門灯点灯運動など学区の実情に応じて様々な活動が実施されており，これらの活動を通じて学区内の各種団体の連携も深まっている。

・区においても消防署や各警察署と連携して，交通事故，自転車の放置・盗難や振り込め詐欺等の防止に協働して取り組んでいる。
＜今後＞幅広い区民のニーズに応えられる目標であり，多くの区民の賛同を得やすく，地域力向上のため，また誰もが住みたくなる下京区の実現のため，今後とも様々な事業手法により施策を展開することが望まれる。

その5　環境と共生するまち

「１環境にやさしい都市づくり」
＜現状＞全事業に着手し，推進されている。

・リサイクルやごみ減量等についての各学区の取組は活発に取り組まれている他，ごみの有料化，プラスチックごみや生ごみの分別収集など全市的環境政策の進展に対応した取組が，区民の協力を得て実施されてきた。
・「下京区ふれ愛ひろば」においてリユース食器を使用するなどの新たな取組も行っている。
＜今後＞京都市全体としても，地球温暖化防止に向けた抜本的な施策がますます積極的に展開される見込みであり，情勢に応じて事業の見直しを図っていく。
　

「２水と緑の彩りづくり」
＜現状＞全ての事業に着手し，継続または完了している。

＜今後＞水と緑に彩られた環境づくりについては地球温暖化防止の観点からも一層の推進が期待される。区内の既存施設，特に大規模施設である梅小路公園の有効活用や，新たな取組について検討する必要がある。

その６　便利でうるおいにあふれるまち

「１区内ネットワークを高める交通づくり」
＜現状＞全事業に着手しているが，「研究」「検討」が内容であり，具体的な改善が見られたわけではなく，成果が上がったとは言いがたい。
＜今後＞京都の玄関口である下京区の交通ネットワークは都市政策全体の課題であり，とりわけハード事業については市基本計画に掲げられるものと考えられる。区基本計画においては市基本計画を踏まえ，市民参加で取り組む事業を検討する必要がある。

「２　人に心地よい道と公園づくり」
＜現状＞全事業に着手し，継続または完了している。
· 公園については，リーディングプロジェクト「みんなで支え合うやすらぎのまち構想・区民参加の公園・緑地づくり」を掲げて取り組んでおり，近隣公園の整備については全て完了している。
· 梅小路公園についても市民による利活用が進んでおり，地域における環境活動の取組も着実に推進されている。
· 放置自転車対策は区民と行政が協働で粘り強い取組を行い，改善された地域もあるものの，抜本的な解決は程遠い。

＜今後＞自転車による歩行空間の侵害は下京区にとって相変わらず重要な課題であり，一層の推進が期待されることから，新たな取組について検討する必要がある。

「３　情報を集め，広める機会づくり」
＜現状＞リーディングプロジェクトとして「個性と魅力を伝える情報のまち構想」「楽しく学ぶふれあう学習のまち構想」を掲げて取り組んできた。

· 未着手項目が２点ある。

＜今後＞情報化については民間主体の技術革新とそれに伴う市民のライフスタイルや価値感の変化が著しく，民間事業との役割分担を十分考慮し，未着手項目を再検討し，区が市民とともに取り組むべき事業を厳選して推進することが適当である。


３　５つのリーディングプロジェクトの成果と今後の方向性
○のんびりゆったり歩くまち構想

　下京・町衆フォーラムを主体として「下京まちなみ散歩」による歩くルートの設定や「下京八景」の選定「花いっぱい・まちの美化」運動など多くの事業を区民とともに実施してきた。平成２１年度に予定している「下京区１３０周年」記念事業では，こうした取組をさらに発展させ，区をあげてまちの資源を掘り起こし，歩くイベントに取り組もうとしている。さらに｢歩行者優先の通りづくり｣や「公共交通の利用促進」などの，全市的課題には，京都市総合交通戦略や市基本計画の策定を踏まえて積極的に取り組んでいく。
○にぎわい門前町ルネッサンス構想

　東西両本願寺や周辺商店街等の協力を得て下京・町衆フォーラムと下京区役所の連携により多くの市民観光客が集う「下京門前町ルネッサンス」を毎年実施し，平成２０年度までに８回開催した。回を重ねるごとに内容にも工夫を凝らし，初秋の門前町行事として定着してきた。１３０周年記念事業では，この実績とスタンプラリーのノウハウを活かした区全域のイベントを企画している。

今後は，年１回のイベントから通年のにぎわいへの発展が望まれる。
○個性と魅力を伝える情報のまち構想

　基本計画策定以降も，情報技術の急激な発展により，市民のライフスタイルに大きな変化が訪れている。携帯電話やパソコンの利用が当たり前となり，家庭に居ながら多くの情報が入手できるようになってきた。この間，京都市や区ホームページの充実はもとより，若い世代や新しい住民との交流を図るためホームページを開設する学区も見られ，情報化による利便性の拡大や情報の共有が進んできた。今後は，民間事業者との役割分担を十分考慮しながら，情報の共有から地域交流への発展が望まれる。
○みんなで支え合うやすらぎのまち構想

　町衆のまちである下京区は，京都市においてもとりわけ地域のコミュニケーションが豊かな区として発展してきた。こうした基盤を生かし，とりわけ福祉，防災活動においてふれあい，支えあう仕組みづくりに取り組んできた。

平成１９年１０月には区社会福祉協議会と区の間で災害ボランティアセンターに関する協定が締結されるなどその成果が生まれつつある。

　また，福祉や健康づくりに関する各機関のネットワークも形成されつつある。

今後は区内の事業者や各種行政機関との緊密な連携により，区民の安心・安全の確保に向けて一層の体制強化とその点検の仕組みづくりが望まれる。
○楽しく学びふれあう学習のまち構想

　保育所や支援センター，区民が一体となり「たんぽっぽ広場」や地域の子育てサロンを開催して子育て世代の交流を促すなど，地域力を生かした新たな取組が行われてきた。また，区内の小中学校の統合を通じて，地域ぐるみで子ども達を見守る動きがより一層充実しており，教育の向上に寄与している。さらに民間企業等による梅小路公園を活用した自然・環境教育の施設の充実など新たな動きも見られる。

加えて，区内の大学も下京区に関する公開講座を開設するなど，地域と大学との連携も進みつつある。

　今後とも下京の豊かな歴史とコミュニティを生かした楽しい学びのまちづくりが推進されることが望まれる。
４　結び

　基本計画策定以来，下京区においては「下京まちづくり懇談会」「いきいき下京推進委員会」による進行管理の下，推進・実行組織「下京・町衆フォーラム」を中心として，計画に掲げる６分野６８項目，リーディングプロジェクト５分野３０項目を達成するため，具体的な１３７事業に積極的に取り組んできました。
その結果，平成２０年１２月までに６３項目（１２９事業）に着手し，完了または継続的な取組を通じて多くの成果を上げるとともに，事業の企画や遂行を通じて，区民・事業者・行政の連携が強化されてきました。

　区の基本計画には財政的な裏づけがなく，市基本計画のような実行性は望めないものの，市民に身近な「区」という単位で分かりやすい目標を掲げたことは個性ある区づくり，地域の特性を生かしたまちづくりの推進に寄与したと言えます。
次期下京区基本計画の策定にあたっては，町衆のまち下京の特性をより一層生かすため，策定のなるべく早い段階から，各地域の実態を把握し，多くの区民の知恵を集めて，地域力の再生・向上に役立つような計画となるように検討を進めていくことが望まれます。
　区民主体の取組が活発に進められている分野である。歴史と文化を継承しつつ地域のコミュニティを維持・育成していくことは，町衆のまち下京の個性と良さを引き継いでいく取組そのものであり，今後とも継続・充実していく必要がある。





　全ての項目において，行政と区民が一体となって活発に進められている分野である。「快適・安心に住めること」は誰もが住み続けたくなるまちづくりの基本であり，今後とも継続・充実していく必要がある。より一層下京の地域力が高められるよう，効果的な施策の展開が望まれる。





　道路や公園については，身近な都市基盤であり，市による整備と区民による日常的な利用や維持管理が必要である。また，自転車対策は協働で取り組む課題である。住みよい環境づくりのため，都市住民にとって重要な分野である。一方，情報基盤については日進月歩の技術の進歩，民間の取組の進展により，抜本的な見直しが必要な分野である。


。





　市の政策としてますます展開が期待される分野である。地球環境問題の視点から市民一人ひとりがライフスタイルを見直していくことは，次世代に住みよい町を引き継ぐための前提となる，基本的な取組であり，今後とも継続・充実していく必要がある。


。





　民間企業や区民との連携により，多くの取組が進んでいる。経済情勢等社会全体の動きや全市的施策の影響の大きな分野である。一方，町衆のまち下京の特性を発揮するための重要な分野であり，社会情勢の変化に対応しつつ，いきいきした下京の実現に資する施策を展開していく必要がある。





各項目とも事業の推進は図られており，全市や民間の取組も含めて項目ごとの目的は達成しつつある。社会情勢の変化による新たな課題が見られ，下京の地域力の発揮がより一層期待される分野である。





＜６つの目標＞


互いに尊重し助け合うまち


次代を担うにぎわいのまち


区民が輝く誇り高いまち


快適に安心して住めるまち


環境と共生するまち


便利でうるおいにあふれるまち








＜５つのリーディング・プロジェクト＞


のんびりゆったり歩くまち構想


にぎわい門前町ルネッサンス構想


個性と魅力を伝える情報のまち構想


みんなで支え合うやすらぎのまち


構想


楽しく学びふれあう学習のまち構想
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